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序

久留米市は、令和2年度に「久留米市文化財保存活用地域計画」を策定し、令和3年

7月に国による認定を受けることができました。 この計画では、文化財を国県市の指定

に関わらず「歴史遣産」として広く捉え、 これを将来にわたって「見つけ守り、 活かし

伝える」方針を定めました。 歴史遺産は、 私たちの郷土に暮らす人々が古い時代から現

代まで積み重ねてきた文化を体現するものです。 この貴重な歴史遺産を次世代へ継承す

るため、 本市では継続的な保存・管理を図るとともに、 市民が身近な歴史文化にふれ、

地域と自己のつながりを認識できる機会を提供することで郷士愛を醸成し、さらには学

校・社会教育や地域振興、観光振興など、久留米の新たな魅力の創出につながる歴史文

化のまちづくりを進めています。

本書で報告する早津崎五反田遺跡も大切な歴史遺産の一つで、宅地造成に先立つ発掘

調査として、令和3年度に実施したものです。 発掘調査では縄文時代から平安時代まで

の遺構と遺物が出士し、 貴重な成果を挙げることができました。

今回の発掘調査とその成果を収録した本書の発行によって、地域の歴史解明、さらに

文化財保護の理解や普及等に多少なりとも貢献すると同時に、なにより本市の魅力の創

出につながれば幸いです。

最後になりましたが、 発掘調査•本書の発行に際しまして、 多大なご理解のもとにご

協力を頂きました関係各位に対し、 厚くお礼申し上げます。

令和5年3月31日

久留米市教育委員会

教 育長 井 上 謙 介



例 言

1.本書は、 宅地造成に先立ち、 ワウ九小卜1ホ ールディングス株式会社の委託を受けて実施した早津

崎五反田遺跡第1次調査の発掘調査報告書である。

2.本調査は久留米市教育委員会が主体となり、 久留米市市民文化部文化財保護課の江頭俊介が担

当した。

3.本書に掲載した遺構実測図の作成は、 江頭が行った。 また、 遺物の実測は、 当課の廣木誠・小

川原励、 会計年度任用職員の宮崎彩香・今村理恵・江口里織・山元博子が行い、 浄書は廣木 ・

宮崎・今村・山元・横井理絵が実施した。 なお、 遺構実測図のうち、 石蓋土壊墓実測図、 甕棺

墓実測図、 遺物出土状況図および土層図は江頭が写真測量を行い、 その他の図面は廣木が株式

会社CUBIC製ソフト「遺構くんcubic」で作成した。

4.本書に掲載した遺構写真は江頭がCanon EOS 6Dを使用し撮影した。 全景写真は有限会社空中写

真企画に委託し撮影した。 また、 遺物写真は廣木がPENTAX K-1 Mark IIを用いて撮影した。 な

お、 本文中の遺物番号と写真固版の遺物番号は同 一である。

5.本書に使用した遺構の略記号は、 SD — 溝、 SK — 土坑、 ST — 墳墓を示す。

6.遺構実測図は国上調査法第II座標系（世界測地系）を基に作成し、 図面方位は座標北を示す。

なお、 平成28年に発生した熊本地震に係るパラメ ー タ補正は行っていない。

7.本調査の略記号はHZ G - 001、 調査番号は 202113である。

8.遺物観察表の凡例は下記のとおりである。

ロ径（長）・底径（幅）・器高（厚）の単位はcmである。（ ）内の数値は現存値を、〔 〕内

の数値は復元値を示す。

色調は『新版標準土色帖』（日 本色研事業株式会社 1997年版）による。

胎上は 0.5mm末満を微砂粒、 1 mm末満を細砂粒、 2 mm末満を粗砂粒、 5mm未満を細礫、 5mm

以上を礫とした。

登録番号は、 久留米市市民文化部文化財保護課が定める出士遺物の登録番号である。

（例）三旦呈．1 1 3 

調査番号

000001 

登録番号

9. 本調査に関わる遺物 ・記録類は、 全て久留米市埋蔵文化財センタ ーに収蔵 ・保管されている。

10. 本書の執筆・編集は、 廣木が行った。
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I. はじめに

I. はじめに

i. 調査に至る経緯

本調査は、宅地造成に先立つ調査である。 令和3年3月22日、土地所有者より久留米市三瀦町早

津崎字五反田1006番1、1008番、1009番、1010番2における 「埋蔵文化財包蔵の有無」の照会が

提出された。一 帯は周知の遺跡である早津崎五反田遺跡に含まれ、弥生時代以降の遺構が展開して

いることが想定されたため、 令和3年6月10日に確認調査を行った。結果、溝 ・ 土坑等の遺構を確

認し、発掘調査が必要である旨を回答した。その後、 協議を重ね、調査費用を原因者負担とするこ

と、 発掘調査を令和3年度、報告書作成を令和4年度に実施することで合意に至った。協議結果を

受け、令和3年9月14Hにワウ九小卜1ホ ールディングス株式会社から「発掘調査の依頼」が提出され、

文化財保護法による諸手続きを済ませた後、令和3年10月26日に依頼者と久留米市は「早津崎五

反田遺跡における埋蔵文化財に関する協定書」および「令和3年度埋蔵文化財発掘調査委託契約書」

を取り交わした。 調査期間は、令和3年11月1日から令和4 年1月17日までである。また、出土

品整理・報告書作成作業は令和4年5月31Hに「埋蔵文化財発掘調査報告書作成業務委託契約書」

を取り交わし、実施した。 報告書作成期間は令和4年6月1日から令和5年3月31日までである。

ii. 調査・報告書作成に係わる体制

調査委託：ワウ九小Iiホ ールディングス株式会社代表取締役 寺園公教

調査主体：久留米市教育委員会 教 育長：井上謙介

調査総括：市民文化部 部 長：竹村政高

文化財保護課

会計年度任用職員

次 長：深堀尚子

課 長：水島秀雄

課長補佐：久保田由美（令和3年度）

田中 健二（令和4年度）

主 査：水原道範（令和3年度）

小澤太郎（令和4年度）

事務主査：小澤太郎（令和3年度）

江島伸彦

調査担当：江頭俊介

撒理担当：廣木誠、宮崎彩香、今村理恵

発掘調査 秋永絹子、 岩橋彦左衛門、 太江田博子、 川島絵津子、 川原 初美、 黒岩秀則

小林伸 一郎、 高崎佳枝、田中 とし子、 中村麻衣、永田徹、 廣田淳、 松尾朱美

松本金一、 箕浦イルマ ・ グラシェラ佳子、 溝口輝男、 山崎秀雄（令和3年度）

整理作業 椛島 かおり （令和3年度） 田中 千佐子、 山口 久美子（令和4年度）

-1-



II. 位置と環境

II. 位置と環境

久留米市は九小卜1の北部、福岡県のほぼ中央に位置する。東西32km、南北16kmの東西に長い市域で、

九州 一の大河筑後川の中・下流域に沿うように広がる。 早津崎五反田遺跡が所在する三瀦町は、市

域の南西部、筑後川左岸にあたる。 三瀦町の北西は筑後川を境とし、対岸は佐賀県三養基郡みやき

町に、北東は久留米市大善寺町に、南は筑後市ならびに大木町に、西は久留米市城島町に接する。

三瀦町の北部を広川が、南部を 山ノ井川が西流して筑後）1|に合流し、町域の東部には八女丘陵か

ら西に派生した標高20m程度の西牟田丘陵を有す。これらの丘陵と河川に抱かれた町域中 央部から

四部にかけては沖積地が広がるとともに、 微高地が点在して いる。 本遺跡は町域の中 央部に南北に

のびる微高地上に立地しており、 標高約9mを測る。

三瀦町の遺跡の分布については、 平成15·16年度に遺跡等詳細分布調査を行 い、 集落17、円墳

20（消滅含む。）、 館跡2、 城跡4、 蒐地2、 土塁1、 散布地66等が把握されて いる。 これらの大半

は沖積地内の微高地とその周囲および西牟田丘陵上に立地し、現在の居住域とも重複することから、

現代までの生活が脈々と継承されてきたといえる。 近年、 町内における発掘調査の事例が増加し、

弥生時代を中 心に目覚ましい成果を挙げており、 以下、 発掘調査の成果を中 心に概観する。

1 ．早津崎五反田遺跡第 1 次調査地 2．高三瀦遺跡群（ロ ー マ数字は調査次数） 3．御廟塚貝塚 4．塚崎東畑遺跡

5.烏帽子塚 6．横溝氏館跡 7．ベキ遺跡 8.田）1|館跡 9．玉満向エ野古墳群 10 ．裏畑古墳 11．犬塚城跡
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II. 位置と環境

町内で人々の活動痕跡が認められるのは、 縄文時代からである。 高三瀦遺跡（第7 次調査） では

弥生時代の遺構に混入した曽畑式士器が出土し、 市内西部で初めて確認された。 遺構としては、 道

手牟田遺跡、 田川中原遺跡および西牟田清導寺浦遺跡において落とし穴遺構が検出されている。

続く弥生時代の遺構・遺物は広い範囲で確認されており、 特に高三瀦遺跡は北部九小11の後期初頭

の標識土器「高三瀦式土器」 の名称の由来として著名である。 同遺跡の集落に関する遺構は、 前期

末以降の断面V字形を呈する溝や（第6次調査）、 擬朝鮮系無文土器を含む中期初頭の堅穴建物や

溝が確認された（第 7 • 8 次調査）。 また、 礎板を伴う後期以降の掘立柱建物（第3 次調査） も検

出された。 墓地に関しては、 大量の朱とガラス製の連玉および小玉が出土した後期前半の甕棺墓が

注目される（第5 次調査）。 その他の特殊遺物には、 後期前半と考えられる幅4m以上の溝から多

量の土器 ・木製 品とともに小銅鐸が出土した（第4次調査）。

高三瀦遺跡群の北端に位置する烏帽子塚付近では銅剣2点が、 西部に位置する塚崎東畑遺跡で

は前期末から中期初頭の竪穴建物、 中期前半から中頃の甕棺幽が出土した。 自然堤防の最高位付

近に位世する御廟塚貝塚は、 矢野一 貞の『筑後将士軍談』の中で墳墓の存在が示され、 箱式石棺

の棺外に銅剣2点が副葬されていたことを伝える。 また、 現在でもカキ殻などが散乱する貝塚でもある。

高三瀦地区から目を転じると、 本遺跡に西接するベキ遺跡では中期から後期初頭の竪穴建物が、

西牟田清導寺浦遺跡では松菊里型住居2棟を含む竪穴建物7棟が検出されている。 この他、 玉満松

木ソノ遺跡では朝鮮系無文土器が出土した大型の井戸が確認された。

古墳時代になると、 西牟田丘陵沿いに多くの古墳が造営されたようであるが、 現在、 円墳と推定

される十連寺古墳が残る。 本遺跡近辺では、 玉満地区に裏畑古墳が所在するとともに、 玉満向工野

古墳群では円墳2基が確認され、 周溝の一部や馬具が出士しており5世紀後半に比定される。 この

古墳の造営集団として注目されるのが玉満松木ソノ遺跡で、 5世紀代の竪穴建物が確認された。

古代の遺構は末検出であるが、 中世につい

ては高三瀦遺跡（第1·5·9 次調査）、ベキ遺跡、

田川中原遺跡において井戸・溝・士坑等が確

認されて いる。 城館跡に関しては、 本遺跡の

南方に『筑後将士軍談』で 「田川 村舘跡」 と

して伝えられる田川館が所在するほか、 この

館の西方、 小犬塚天満宮境内一 帯には陣掘と

伝わる水路が遺存し、 150mの方形区画が想定

できる犬塚城が残る。 また、 三瀦庄高口瀦 村

に地頭職として赴任した、 横溝氏の屋敷跡の

推定地が高三瀦遺跡群中央部に位置している。

〗亡／ 11に/✓ /＾ 第1

第2図 調査地点の位置と周辺地形固 (1/2, 500) 
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